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より 1 0 秒スケールで合成された ( Co O) x ( A l 2 O 3 ) 1 – x ナノパウダーを触媒とし、 1 0
秒スケール・ 1 0 0 0  ° C 前後の高速・高温操作により触媒活性化と C NT 合成を検








90 %以上で実現、またパターン濾過法により C NT パターンのロスフリー印刷も






設け、分散槽に CN T 凝集体を含む界面活性剤水溶液を連続供給し、分散槽に
て凝集体の分散と分散した CNT の分取を同時に行った。分散槽中の溶液の滞
留時間で C N T の分散時間を制御でき、回分操作での最適値 3 分程度が連続操
作でも好適と確認した。プロセス全体の時間を超音波照射に用いることで生産
性を大幅に向上、 1  L の小型分散槽で 6 0 万 m 2 /年の透明導電膜に必要な分散液
を調製できると見積もった。良質の C NT 分散液の高速・高収率分散は、工学的
に価値が高いと評価できる。  
 以上、C N T の合成、分散、塗布によるフレキシブル導電膜作製において、高
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